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ふれあい隣保館まつり
　11月４日、板野町南公会堂で「第12回ふれ
あい隣保館まつり」が開催されました。
　子どもすもう大会では、板野高等学校相撲
部の皆さんによる模範演技後、町内の幼稚園
や小学校の子どもたちがトーナメントにより
試合を行いました。土俵の上の子どもたちは
元気いっぱいすもうをとっていました。
　さわやかな秋晴れの中、スポーツ体験や模
擬店、もち投げ大会など様々な催しが行われ、
たくさんの参加者でにぎわいました。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

　板野町では、風しんの流行を予防し先天性風し
ん症候群の発生を防ぐために、風しん抗体検査で
抗体価が低い方が、風しんワクチンの予防接種を
受けた場合にその費用の一部を助成します。

【対 象 者】
　次の①～③の要件に該当する方
　※１人につき１回を限度とします。
　①�予防接種を受けた日に板野町に住民登録がある方
　②�風しん抗体検査の結果で抗体価が低い方（HI検査

で16倍以下またはEIA検査で抗体価が8.0未満）
　③�女性：�妊娠を希望するまたは妊娠する可能性

の高い方（妊婦を除く）
　　男性：�昭和37年４月２日から平成２年４月１

日までに生まれた男性
【助 成 額】
　風しんワクチンの予防接種を受けた方…3,000円
　麻しん風しん混合ワクチンの
　　　　　　　　　予防接種を受けた方…5,000円
　※�ただし、接種費用がそれぞれの金額に満たない
場合は、実際の接種費用を上限とします。

【対象期間】　平成30年10月16日接種分～
【申請期間】　�原則として予防接種を受けた日の　

属する年度内まで
【申請方法】
　�次の①～⑤の必要書類を持参のうえ、福祉保健
課までお越しください。
　申請書にご記入いただきます。
　　①�風しん抗体検査の結果を記載した書類
　　②��風しん等ワクチンの予防接種

にかかる医療機関の領収書
　　③�風しん等ワクチンの予防接

種を受けたことが確認でき
る書類（予防接種済証等）

　　④印鑑
　　⑤振り込み先が確認できるもの

お問い合わせ　役場福祉保健課　☎672－5986

風しん予防接種費用助成について

　
十
月
十
八
日
、
宮
腰
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
消
費
者
及

び
食
品
安
全
）、
後
藤
田
副
知
事
と
関
係
の
皆
様
が
板
野
町

を
訪
れ
、
消
費
生
活
相
談
所
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
時
に
開
催
さ
れ
た
意
見
交
換
会
で
は
、
板
野
町
消
費
生

活
地
域
協
議
会
の
構
成
員
四
名
の
ほ
か
、
町
か
ら
教
育
長
・

相
談
員
三
名
が
出
席
し
、
全
国
で
先
駆
け
て
発
足
し
た
板
野

町
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る『
板
野
町
消
費
生
活
地

域
協
議
会
』の
連
携
に
つ
い
て
、
各
構
成
員
よ
り
説
明
し
ま

し
た
。

　
宮
腰
大
臣
か
ら
は
個
人

情
報
を
共
有
す
る
際
に
気

を
付
け
て
い
る
こ
と
や
休

眠
口
座
に
つ
い
て
質
問
さ

れ
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

町
全
体
で
の
消
費
者
行
政

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ご
理
解
い
た
だ
け
る
よ
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
卓
越
し
た
技
能
を
持
つ
方
へ
贈
ら

れ
る
、「
現
代
の
名
工
」を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
長
年
に
渡
り
漆
喰(

し
っ
く
い)

を

コ
テ
で
整
形
し
、
繊
細
な
模
様
や
図

柄
を
浮
き
彫
り
に
す
る
技
術
で
、
歴

史
あ
る
建
造
物
の
保
存
修
理
等
に
携

わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
竹
岡
さ
ん
は「
こ
の
度
は
現
代
の

名
工
の
賞
を
い
た
だ
き
、
身
に
余
る

光
栄
と
存
じ
ま
す
。
今
後
も
こ
の
受

賞
を
励
み
に
技
術
の
向
上
や
後
進
の

育
成
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
相

変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
臣
と
の
意
見
交
換
会

　
板
野
町
議
会
臨
時
会
が
、
十
一
月
七
日
に
開
会
さ
れ
、
教

育
長
の
任
期
満
了
に
伴
う
任
命
に
つ
い
て
審
議
し
、
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
石
井
公
生
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
日
か
ら
平
成
三
十
三

年
十
一
月
十
九
日
ま
で
で
す
。

板
野
町
教
育
長
に
石
井
公
生
氏
を
再
任

卓
越
し
た
技
能
者

「
現
代
の
名
工
」

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
官  

竹
岡  

義
和 

氏 （
大
寺
）
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

　板野町の各家庭から出される可燃ごみについては、２市２町（阿波市、吉野川市、上板町、板野町）で構成する中央
広域環境施設組合で広域処理を行っており、処理施設である中央広域環境センターの稼働期間が７年後の2025年７月
までとなっていることは、広報いたのすがお（平成30年10月号）でお知らせしたとおりです。
　2025年８月から新ごみ処理施設を稼働させるためには、中央広域環境施設組合として施設を建設するための候補地
を選定することが急務であり、板野町でも本町全域を対象として新ごみ処理施設建設候補地を探しておりますが、新
ごみ処理施設の建設については、町民皆様のご意見をお聞きしながら慎重に取り組んでいくことはもちろんのこと、
候補地近隣の皆様の御理解と御協力がなにより必要であることから、新ごみ処理施設建設候補地の選定方法の１つと
して公募を行うことといたしました。
　廃棄物処理は、住民生活に欠かすことのできない業務でありますので、多くの町民の皆様に関心を持っていただき、
効率的で持続可能な廃棄物行政の推進に御指導、御協力をお願いいたします。

応募資格	 応募地が存在する自治会及び応募地の土地所有者（個人・法人を含む）
	 ※応募地が複数人にまたがる場合、土地所有者が複数の場合は連名での応募となります。

応募条件	 応募しようとする用地は、次のいずれの条件にも適合していること。
	 ①施設整備に必要な面積が確保できていること。
	 　・概ね15,000㎡以上とし、形状が歪んでないこと。
	 ②平坦地の造成が容易にできること。
	 　・応募地の造成工事が大規模にならないこと。
	 ③地質及び周辺条件が良好なこと。
	 　・軟弱地盤等、施設建設にかかる基礎工事等が大規模にならないこと。
	 ④ライフラインの確保ができること。
	 　・上水道、排水路、電力等が応募地内もしくは近くまで整備されていること。
	 ⑤進入路が確保できること。
	 　・大型車両が通行可能な道路を確保できること。

応募方法	 �所定の応募申請書に必要事項を記入の上、応募者本人が役場環境生活課に持参してください。
	 ※�応募申請書は、役場環境生活課に用意してあります。また、板野町ホームページからも入手すること

ができます。
	 ※応募に必要な書類は申請書に記載してあります。

応募期間	 平成30年12月10日（月）～平成31年１月31日（木）まで
	 午前９時から午後５時まで（土・日・祝日を除く）

そ の 他	 �候補地検討にあたり、説明会などのご希望があり
ましたら、お気軽にお問い合わせください。

新ごみ処理施設の建設候補地募集

お問い合わせ　役場環境生活課　☎672－5987

　
十
一
月
十
三
日
、
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル

ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
に
お
い
て
、
徳

島
県
更
生
保
護
事
業
関
係
者
顕
彰

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
板
野
町
か
ら
、
藤
井
重
徳
さ
ん

（
犬
伏
）が
法
務
大
臣
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

　
藤
井
さ
ん
は
、
鳴
門
板
野
地
区

保
護
司
会
上
板
分
区
に
お
い
て
、

保
護
司
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
非
行
防

止
や
犯
罪
対
策
の
た
め
の
活
動
に

ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

の
一
環
と
し
て
、
板
野
中
学
校
校

門
前
な
ど
で
啓
発
活
動
を
行
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　
保
護
司
は
、
保
護
司
法
に
基
づ

き
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
方
が
実
質
的
に
民
間
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。 法

務
大
臣
表
彰

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

保
護
司藤

井  

重
徳 
氏 （
犬
伏
）
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう  ●

　
　
平
成
三
十
一
年
一
月
十
三
日
に
、
板
野
町
成
人
式
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
新
成
人
に
な
ら
れ
る
皆
さ
ん
は
、
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
平
成
三
十
一
年
に
成
人
式
を
迎
え
る
町
内
の
新
成
人
の
お
名

前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
の
該
当
者
は
、
平
成
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
一
年
四
月
一
日
の

間
に
生
ま
れ
た
方
で
す
が
、
こ
の
名
簿
は
、
板
野
中
学
校
卒
業
者
名
簿
等
を

も
と
に
作
成
し
記
載
し
ま
し
た
。
板
野
中
学
校
を
卒
業
後
、
町
外
へ
転
出

さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
卒
業
時
の
住
所
・
氏
名
を
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、

一
部
の
方
に
は
変
更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
成
人
式
該
当
者
に
は
、
十
一
月
中
旬
に
成
人
式
案
内
の
は
が
き
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
方
、
こ
の
名
簿
か

ら
漏
れ
て
い
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
恐
れ
い
り
ま
す
が
板
野
町
教
育
委

員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
教
育
委
員
会
　
☎
六
七
二
ー
〇
一
三
六

成人おめでとう成人おめでとう祝
板野町成人式（男性75名　女性84名　合計159名）

日　時
平成31年

午前10時～（受付 午前9時～）
1月13日（日）

場　所

文化の館さくらホール

ございますございます

平
成
30
年
　

成
人
式
該
当
者
名
簿

梶　
野　
晃　
未
（
大　
寺
）

片　
岡　
璃　
空
（
大　
寺
）

武　
田　
佑　
介
（
大　
寺
）

小　
泉　
勇　
人
（
大　
寺
）

岸　
本　
悠　
介
（
吹　
田
）

次　
本　
成　
立
（
吹　
田
）

髙　
畠　
和　
起
（
大　
寺
）

尾　
田　
陽　
哉
（
大　
寺
）

近　
藤　
剛　
王
（
川　
端
）

河　
野　
拓　
真
（
吹　
田
）

春　
山　
大　
地
（
大　
寺
）

片　
岡　
大　
治
（
大　
寺
）

三　
木　
將　
彰
（
大　
寺
）

井　
浦　
魁　
星
（
川　
端
）

佐　
藤　
匡　
恭
（
吹　
田
）

谷　
口　
直　
樹
（
大　
寺
）

寒　
川　
郁　
夢
（
大　
寺
）

南　
野　
　
　
心
（
大　
寺
）

篠　
崎　
竜　
生
（
大　
寺
）

田　
浦　
利
希
斗
（
吹　
田
）

丹　
生　
　
　
健
（
大　
寺
）

岡　
田　
智　
哉
（
大　
寺
）

牧　
本　
祐　
太
（
犬　
伏
）

四　
宮　
連
太
郎
（
羅　
漢
）

吉　
川　
朋　
希
（
矢　
武
）

江　
西　
博　
和
（
犬　
伏
）

松　
本　
　
　
悠
（
那　
東
）

近　
藤　
貴　
弥
（
那　
東
）

廣　
田　
奏　
生
（
黒　
谷
）

永　
峰　
大　
樹
（
羅　
漢
）

髙　
畑　
勇　
人
（
矢　
武
）

武　
田　
優　
晴
（
犬　
伏
）

西　
岡　
拓　
哉
（
羅　
漢
）

土　
内　
淳　
也
（
藍
住
町
）

内　
田　
寿　
弥
（
羅　
漢
）

毛
登
山　
結　
希
（
川　
端
）

尾　
田　
優　
紀
（
吹　
田
）

長　
町　
魁　
人
（
川　
端
）

毛　
利　
友　
哉
（
大　
寺
）

奥　
井　
奉　
文
（
川　
端
）

秋　
山　
　
　
蓮
（
大　
寺
）

西　
川　
周　
作
（
大　
寺
）

三　
橋　
　
　
巧
（
吹　
田
）

次　
本　
優　
人
（
吹　
田
）

尾　
田　
　
　
薫
（
吹　
田
）

山　
本　
将
太
郎
（
大　
寺
）

毛
登
山　
瑠　
弥
（
川　
端
）

長　
尾　
壮　
馬
（
大　
寺
）

（　
）は
住
所
、
敬
称
略

男
　
性
　
　
75
名

吉　
田　
顕　
世
（
大　
寺
）

寒　
川　
修　
次
（
大　
寺
）

竹　
谷　
愛　
斗
（
大　
寺
）

林　
　
　
圭　
祐
（
大　
寺
）

木　
藤　
太　
一
（
川　
端
）

次　
本　
一　
輝
（
吹　
田
）

明　
石　
悠　
佑
（
川　
端
）

髙　
見　
将　
哉
（
大　
寺
）

大　
和　
良　
介
（
大　
寺
）

福　
井　
悠　
雅
（
西
中
富
）

楠　
本　
将　
也
（
西
中
富
）

山　
田　
舜　
将
（
西
中
富
）

山　
本　
虎
太
朗
（
西
中
富
）

竹　
盛　
　
　
廉
（
中
久
保
）

谷　
川　
海　
生
（
西
中
富
）

犬　
伏　
裕　
一
（
西
中
富
）

新　
野　
孝　
憲
（
下　
庄
）

渡　
部　
碩　
仁
（
西
中
富
）

久　
保　
希　
生
（
西
中
富
）

大　
磯　
　
　
崚
（
唐　
園
）

丸　
山　
秀　
一
（
西
中
富
）

岸　
本　
天　
聖
（
藍
住
町
）

西　
田　
卓　
矢
（
藍
住
町
）

黒　
岩　
唯　
我
（
下　
庄
）

橋　
本　
浩　
貴
（
西
中
富
）

藤　
原　
昌　
也
（
西
中
富
）

松　
長　
佳　
吾
（
中
久
保
）

女
　
性
　
　
84
名

濱　
田　
実　
咲
（
大　
寺
）

増　
田　
美　
郷
（
川　
端
）

山　
根　
詩　
歩
（
吹　
田
）

田　
中　
星　
香
（
大　
寺
）

近　
藤　
優　
衣
（
大　
寺
）

形　
部　
萌　
絵
（
吹　
田
）

漆　
原　
夏　
乃
（
川　
端
）

重　
松　
愛　
美
（
吹　
田
）

中　
山　
結　
衣
（
大　
寺
）

竹　
瀬　
樹　
里
（
大　
寺
）

三　
好　
恵
未
里
（
大　
寺
）

濵　
口　
海　
帆
（
大　
寺
）

川　
下　
奈　
月
（
川　
端
）

寒　
川　
紗　
衣
（
川　
端
）
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診  ●

奥　
谷　
暁　
李
（
川　
端
）

大　
西　
沙　
弥
（
大　
寺
）

高　
橋　
鞠　
乃
（
大　
寺
）

石　
井　
初　
茄
（
大　
寺
）

長
谷
川　
弥　
生
（
大　
寺
）

築　
本　
優　
花
（
大　
寺
）

岡　
本　
苑　
喜
（
大　
坂
）

山　
口　
莉　
奈
（
川　
端
）

尾　
田　
由　
貴
（
吹　
田
）

村　
田　
恵　
理
（
川　
端
）

米　
澤　
利　
江
（
川　
端
）

切　
原　
知　
美
（
大　
寺
）

漆　
原　
綾　
華
（
大　
寺
）

山　
本　
美　
来
（
大　
寺
）

Ｌ
Ｅ  

Ｔ
Ｈ
Ｉ  

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｈ
（
大　
寺
）

林　
　
　
亜
依
香
（
大　
寺
）

中　
島　
優　
華
（
吹　
田
）

岡　
田　
萌　
香
（
大　
寺
）

大　
塚　
紗
由
美
（
大　
寺
）

須　
藤　
綾　
乃
（
大　
寺
）

佐　
野　
聡　
美
（
川　
端
）

深　
来　
日　
菜
（
大　
寺
）

神　
野　
汐　
莉
（
大　
寺
）

喜　
多　
　
　
麗
（
大　
寺
）

島　
田　
和
花
葉
（
大　
寺
）

木　
下　
久
瑠
実
（
川　
端
）

勘　
野　
由　
佳
（
吹　
田
）

前　
田　
有
里
沙
（
大　
寺
）

石　
井　
　
　
薫
（
大　
寺
）

板　
東　
麻　
眞
（
大　
寺
）

三　
原　
あ
ず
み
（
川　
端
）

宇　
野　
菜
々
子
（
川　
端
）

柏　
井　
麻
友
子
（
大　
寺
）

武　
智　
奈　
央
（
川　
端
）

田　
尾　
朋　
美
（
羅　
漢
）

高　
田　
実　
穂
（
犬　
伏
）

福　
田　
沙　
姫
（
羅　
漢
）

　
井　
彩　
伽
（
犬　
伏
）

近　
藤　
理　
沙
（
犬　
伏
）

豊　
田　
美　
希
（
矢　
武
）

西　
岡　
彩　
加
（
羅　
漢
）

Ｖ
Ｕ  

Ｔ
Ｈ
Ｉ  

Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
（
羅　
漢
）

平　
井　
泰　
葉
（
矢　
武
）

片　
岡　
真
理
子
（
矢　
武
）

樫　
原　
萌
々
加
（
犬　
伏
）

田　
村　
寿　
梨
（
下　
庄
）

Ｈ
Ｏ  

Ｔ
Ｈ
Ｉ  

Ｐ
Ｈ
Ｕ
Ｃ
（
西
中
富
）

松　
尾　
妃　
華
（
下　
庄
）

三　
原　
菜　
央
（
下　
庄
）

多　
川　
彩　
香
（
中
久
保
）

吉　
川　
菜
々
子
（
西
中
富
）

大　
礒　
朋　
美
（
唐　
園
）

Ｎ
Ｇ
Ｏ  

Ｈ
Ｏ
Ｎ
Ｇ  

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｈ
（
下　
庄
）

折　
野　
あ
い
り
（
西
中
富
）

Ｎ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ｅ
Ｎ  

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｈ  

Ｔ
Ｈ
Ｕ
（
西
中
富
）

板　
東　
友　
香
（
古　
城
）

Ｎ
Ｇ
Ｏ 

Ｔ
Ｈ
Ｉ 

Ｋ
Ｉ
Ｍ 

Ｃ
Ｈ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
（
西
中
富
）

松　
浦　
百　
夏
（
西
中
富
）

Ｌ
Ｅ 

Ｔ
Ｈ
Ｉ 

Ｔ
Ｈ
Ｕ
Ｙ 

Ｎ
Ｈ
Ｉ
（
下　
庄
）

岡　
本　
麻
里
衣
（
西
中
富
）

新　
野　
愛　
佳
（
下　
庄
）

小　
林　
芽　
依
（
西
中
富
）

Ｌ
Ｅ  

Ｔ
Ｈ
Ｉ  

Ｎ
Ｇ
Ａ
Ｎ
（
古　
城
）

植　
田　
朱　
音
（
西
中
富
）

山　
本　
菜　
緒
（
古　
城
）

山　
本　
麻　
緒
（
古　
城
）

佐　
野　
美　
柚
（
中
久
保
）

近　
藤　
瑞　
季
（
下　
庄
）

Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｇ 

Ｔ
Ｈ
Ｉ 

Ｍ
Ａ
Ｉ
（
西
中
富
）

猪　
頭　
彩　
香
（
西
中
富
）

　
今
月
納
期
の
税
金
・
保
険
料
は

・
固
定
資
産
税　
　
　
　
第
四
期

・
介
護
保
険
料　
　
　
　
第
五
期

・
国
民
健
康
保
険
税　
　
第
五
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　

 

第
五
期

で
す
。

納
期
限
は

12
月
25
日（
火
）で
す
。

　
納
期
限
を
守
り
、
納
め
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

※�

税
金
・
保
険
料
は
納
期
限
を
経

過
し
督
促
状
発
付
の
日
か
ら
督

促
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
し

な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日

か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数
に

応
じ
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

※�
町
税
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替

が
便
利
で
す
。

　

�

指
定
し
た
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
の
口
座
か
ら
、
町
税
を

自
動
的
に
振
替
納
付
で
き
ま
す
。

　

�

詳
し
く
は
板
野
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
税
務
課

　
　
☎
六
七
二
―
五
九
八
三

今
月
納
期
の
税
金
・

保
険
料
の
お
知
ら
せ

　住宅、倉庫、車庫、店舗、工場などの家屋にか
かる固定資産税は、毎年１月１日現在の所有状況
により課税されます。
　取り壊した家屋については、翌年度の課税から
外すため、年内に取り壊しをしたことを確認して、
課税台帳から抹消する必要があります。
　毎年、取り壊した家屋を調査するために職員が
巡回しておりますが、車庫や物置などの小規模な
もの、また、道路から見えにくい場所や入り組ん
だ所にある家屋は、把握が難しい場合があります。
　平成30年中に家屋の取り壊しをされた方、また、
年末までに取り壊しを完了する予定のある方は、
役場税務課までご連絡ください。

【お問い合わせ】　役場税務課　☎672-5983

　平成31年度から原則県内すべての事業主の皆さ
まに従業員の個人住民税を特別徴収していただき
ます。ご理解とご協力をお願いいたします。
　《個人住民税の特別徴収とは》
　事業主（給与支払者）が従業員（納税義務者）に代
わり毎月従業員に支払う給与から個人住民税を徴
収（給与天引き）し、納入していただく制度です。
  原則、すべての事業所、従業員の方が対象となり
ますが、場合によっては当面の間、普通徴収（従業
員が市町村から送付される納付書で納付する方法）
を認める場合もあります。詳しくは板野町ホーム
ページをご覧ください。

  【お問い合わせ】　役場税務課　☎672-5983

家屋を取り壊した場合は、
ご連絡ください！

個人住民税の
特別徴収実施について
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● 守ろう人権　みんなの幸せ  ●

板野町臨時職員採用試験のご案内
● 申込の受付は、12月３日（月）から12月19日（水）まで ●

職
種
・
職
務
内
容

●
一
般
事
務

　
一
般
行
政
事
務
に
従
事
し
ま
す
。

●
保
育
士

　
保
育
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

●
幼
稚
園
教
諭

　
幼
稚
園
教
諭
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

勤
務
時
間

　
一
週
間
三
十
八
時
間
四
十
五
分

　
変
形(

交
代
制)

勤
務
有

採
用
予
定
人
数

　
各
職
種
と
も
若
干
名

採
用
予
定
期
間

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

　
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

　

(

平
成
三
十
二
年
度
の
再
任
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

受
験
資
格

●
一
般
事
務

　
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る
者
。

●
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

　
保
育
士
の
資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
状
を

有
す
る
者
、
ま
た
は
平
成
三
十
一
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
に
当
該
資
格
及
び
免
許
を
取
得

す
る
見
込
み
の
者
。

試
験
の
日
程
等

●
日
　
時

　
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
日（
日
）

　
午
前
九
時
か
ら

●
場
　
所

　
板
野
町
役
場

試
験
内
容

　
面
接
試
験

受
付
期
間
・
申
込
方
法

　
市
販
の
履
歴
書
一
通（
上
部
欄
外
に
希
望

職
種
を
記
載
し
、
申
込
日
前
六
ヶ
月
以
内
に

写
し
た
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
）を
平
成
三

十
年
十
二
月
三
日（
月
）か
ら
平
成
三
十
年
十

二
月
十
九
日（
水
）ま
で
の
執
務
日
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
、
板

野
町
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
に
よ
る
申
込
の
場
合
は
、
Ａ
４
版
封

筒
の
表
に「
臨
時
職
員
採
用
試
験
申
込
」と
朱

書
き
し
、「
書
留
郵
便
」に
よ
り
送
付
し
て
く

だ
さ
い（
平
成
三
十
年
十
二
月
十
九
日
消
印

有
効
）。
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
返
信
用
の

百
二
十
円
切
手
と
連
絡
先
の
電
話
番
号
を
忘

れ
ず
に
同
封
・
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
い
採
用
試
験
案
内
は
、
役
場
総
務
課

に
あ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
☎
六
七
二
ー
五
九
八
〇

　浄化槽を設置されている方は、１年に１回、浄化槽
の水質に関する検査（法定検査）を受けなければなら
ないと浄化槽法に規定されており、業者が行う保守
点検・清掃とは別に受けなければいけません。
　次の期間、徳島県知事指定検査機関である、（公
社）徳島県環境技術センターから対象施設には申込
書を送付し、連絡・訪問しますので、ご協力をお
願いします。

期　間　平成30年12月11日（火）～12月19日（水）まで

対象地区　板野町　全域

お問い合わせ
　（公社）徳島県環境技術センター　☎６３６－１２３４
　（お客様相談室）　☎６３６－１１７７

　地震等によるブロック塀等の倒壊は、避難・救
助活動等に支障をきたす恐れがあるため、道路に
面する危険なブロック塀等を撤去する費用の一部
を補助します。
受付期間　平成31年３月15日（金）
補助金額　補助対象工事費用の５分の４。（上限８万円）
補助要件等　・�道路に面するブロック塀を全て撤

去すること
　　　　　　・�撤去後に高さが40cmを超えるブ

ロック塀を新たに設置しないこと
など補助要件がありますので、詳細についてはお
問い合わせください。

お問い合わせ　役場建設課　☎６７２－５９９６

浄化槽法定検査のお知らせ  危険ブロック塀等
  安全対策支援事業
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● ごみは町指定袋に入れて出しましょう  ●

板
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職
員
採
用
試
験
の
ご
案
内

★
申
込
の
受
付
は
、
十
二
月
三
日（
月
）か
ら
十
二
月
十
九
日（
水
）ま
で

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
職
員
募
集

職
種
・
職
務
内
容

　
＊
児
童
厚
生
員

　
　
　
児
童
館
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

勤
務
時
間

　
一
週
間（
三
十
八
時
間
四
十
五
分
）

　

�（
町
内
幼
稚
園
・
学
校
等
の
長
期
休
業
期
間
中

等
）変
形
勤
務
有
り（
交
代
制
）

採
用
予
定
人
数

　
若
干
名

採
用
予
定
期
間

　
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

　
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

受
験
資
格

　
保
育
士
の
資
格
、
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
教
諭
免
許
を
有
す
る
者
、
ま
た
は
、
平

成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
当
該
資
格

及
び
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み
の
者

試
験
の
日
程
等

　
日
　
　
時

　
　
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
日（
日
）

　
　
（
受
付
）午
前
十
時
～

　
場
　
　
所

　
　
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー

　
試
験
内
容

　
　
面
接
試
験

　
受
付
期
間
・
申
込
方
法

　
市
販
の
履
歴
書
一
通（
申
込
日
前
六
月
以
内
に

写
し
た
写
真
を
貼
付
し
た
も
の
）を
、
平
成
三
十

年
十
二
月
三
日（
月
）か
ら
平
成
三
十
年
十
二
月
十

九
日（
水
）ま
で
の
業
務
日
の
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
の
間
に
、
板
野
町
社
会
福
祉
協

議
会（
板
野
町
町
民
セ
ン
タ
ー
内
）ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
申
込
の
場
合
は
、
封
筒
の

表
に「
臨
時
職
員
採
用
試
験
申
込
」と
朱
書
き
し
、

「
書
留
郵
便
」に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成

三
十
年
十
二
月
十
九
日
消
印
有
効
）。

　
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
返
信
用
の
百
二
十
円
切

手
と
受
験
者
の
連
絡
先（
住
所
、
電
話
番
号
）を
忘

れ
ず
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
い
採
用
試
験
案
内
に
つ
い
て
は
、
板
野
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
板
野
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
☎
六
七
二
ー
〇
〇
五
一

【
採
用
予
定
職
種
】

　
・
制
作
課
職
員

　
　

�

エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
が
制
作
す
る
自
主
放
送
番
組
に
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
・
カ
メ
ラ
マ
ン
と
し
て
、
番
組
企
画
、
取
材
及
び
番
組

編
集
等
の
業
務

【
受
験
資
格
】

　
・
平
成
二
年
四
月
二
日
以
降
生
ま
れ
の
方

　
　
（
高
卒
以
上
・
職
務
経
験
不
問
）（
省
令
三
号
の
イ
）

【
採
用
予
定
人
数
】

　
・
二
名

【
採
用
時
期
】

　
・
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら（
試
用
期
間
あ
り
・
六
か
月
）

【
試
験
の
日
程
】

　
・
筆
記
試
験
及
び
面
接　
平
成
三
十
一
年
一
月
中
旬

【
提
出
書
類
】

　
・
履
歴
書（
六
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
貼
付
）

【
応
募
方
法
】

　
・�

郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
込
み
の

場
合
は
、
封
筒
の
表
に「
試
験
申
込
」と
朱
書
き
し
、
必
ず「
書

留
郵
便
」に
よ
り
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
・�

平
成
三
十
年
十
二
月
五
日（
水
）か
ら
十
二
月
二
十
六
日（
水
）

受
付
時
間  

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で（
土
・
日

曜
日
及
び
祝
祭
日
除
く
）

　
　

�

郵
送
の
場
合
は
平
成
三
十
年
十
二
月
二
十
六
日（
水
）午
後
五

時
ま
で
に
必
着

※�

受
付
期
間
以
外
の
申
込
み
は
一
切
受
け
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　
エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
株
式
会
社
　

　
　
〒
七
七
一
―
一
二
二
〇

　
　
徳
島
県
板
野
郡
藍
住
町
東
中
富
字
朏
傍
示
一
五
―
一

　
　
☎
六
九
二
―
八
二
二
三
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　板野町財政事情書の作成及び公表に関する条例（平成22年条例第２号）に基づき財政事情を次のとおり公表する。
平成30年11月1日
　　　　 板野町長　玉　井　孝　治平成30年度 板 野 町 財 政 事 情

平成30年度 上半期の予算執行状況
　平成30年度上半期（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）の一般会計・特別会計等の執行状況は、
下表のとおりです。

◆第１表　一般会計予算の執行状況（歳入）

款 繰越額 当初予算額 補正額 現計予算額
　　　　（A）

上半期収入済額
          （B）

収入率
（B）／（A）

千円 千円 千円 千円 千円 %

  1．町税 0 1,509,772 0 1,509,772 955,182 63.3
  2．地方譲与税 0 85,790 0 85,790 21,879 25.5
  3．利子割交付金 0 2,619 0 2,619 1,749 66.8
  4．配当割交付金 0 9,275 0 9,275 3,190 34.4
  5．株式等譲渡所得割交付金 0 9,860 0 9,860 0 0.0
  6．地方消費税交付金 0 225,733 0 225,733 129,385 57.3
  7．自動車取得税交付金 0 16,678 0 16,678 5,672 34.0
  8．地方特例交付金 0 2,000 0 2,000 4,653 232.7
  9．地方交付税 0 1,300,000 52,151 1,352,151 1,098,832 81.3
10．交通安全対策特別交付金 0 2,000 0 2,000 826 41.3
11．分担金及び負担金 0 79,559 0 79,559 36,387 45.7
12．使用料及び手数料 0 164,245 0 164,245 69,995 42.6
13．国庫支出金 30,837 472,256 0 503,093 155,080 30.8
14．県支出金 2,000 365,447 196,553 564,000 9,038 1.6
15．財産収入 0 9,070 0 9,070 5,456 60.2
16．寄附金 0 3,003 0 3,003 4,670 155.5
17．繰入金 37,840 924,109 102,280 1,064,229 0 0.0
18．繰越金 26,113 200,000 306,977 533,090 533,090 100.0
19．諸収入 0 73,084 133 73,217 22,080 30.2
20．町債 179,600 786,500 22,442 988,542 3,800 0.4

合　　　　計 276,390 6,241,000 680,536 7,197,926 3,060,964 42.5
　 ※上記現計予算額には、前年度からの繰越額を含む。
　 ※端数は四捨五入しているため、各欄の合計が一致しないことがあります。（以下、同様）

◆第２表　一般会計予算の執行状況（歳出）

款 繰越額 当初予算額 補正額 現計予算額
　　　　（A）

上半期支出済額
          （B）

支出率
（B）／（A）

千円 千円 千円 千円 千円 %

  1．議会費 0 79,782 704 80,486 41,301 51.3
  2．総務費 173,000 1,625,844 ▲ 27,078 1,771,766 253,686 14.3
  3．民生費 18,256 1,523,553 42,674 1,584,483 735,244 46.4
  4．衛生費 0 568,869 ▲ 5,624 563,245 276,560 49.1
  5．農林水産業費 0 82,628 198,100 280,728 36,222 12.9
  6．商工費 0 206,767 452 207,219 41,093 19.8
  7．土木費 63,000 327,095 7,910 398,005 65,183 16.4
  8．消防費 3,120 234,133 2,392 239,645 131,878 55.0
  9．教育費 4,253 520,065 54,233 578,551 261,139 45.1
10．災害復旧費 14,761 4 0 14,765 11,698 79.2
11．公債費 0 406,001 0 406,001 156,048 38.4
12．諸支出金 0 660,751 398,522 1,059,273 62,828 5.9
13．予備費 0 5,508 8,251 13,759 0 0.0

合　　　　計 276,390 6,241,000 680,536 7,197,926 2,072,880 28.8
　 ※上記現計予算額には、予備費充用額及び前年度からの繰越額を含む。
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◆第３表　特別会計予算の執行状況	 （単位：千円）

会　　　計　　　名 現計予算額 収入済額 支出済額 執行状況（％）
住宅新築資金等貸付事業特別会計 6,844 4,388 6 0.1
奨学金貸与事業特別会計 9,121 3,077 2,828 31.0
国民健康保険特別会計 1,809,307 734,462 715,725 39.6
介護保険（保険事業）特別会計 1,434,456 626,034 498,714 34.8
介護保険（サービス事業）特別会計 13,677 9,918 2,128 15.6
後期高齢者医療特別会計 165,457 49,977 34,363 20.8
公共下水道事業特別会計 362,238 36,803 109,007 30.1

町債及び一時借入金の残高
　平成30年度上半期の町債及び一時借入金の増減、平成30年９月末現在高の状況は下表のとおりです。

◆第４表　町債の状況（一般会計）	 （単位：千円）

区　　　　分 29年度末現在高 上半期借入額 上半期償還額 30年９月末現在高
1. 普　通　債 1,096,684 0 61,088 1,035,596
 民生債 58,373 0 1,188 57,185
 公営住宅債 67,800 0 8,868 58,932
 衛生債 0 0 0 0
 農林水産業債 173,522 0 12,496 161,026
 土木債 463,488 0 22,878 440,610
 消防債 24,100 0 2,109 21,991
 教育債 240,901 0 12,799 228,102
 総務債 68,500 0 750 67,750
2. 災害復旧債 8,293 3,800 586 11,507
 農林水産災害 0 0 0 0
 土木災害 8,293 3,800 586 11,507
3. その他債 2,990,901 0 124,452 2,866,449
 減税補てん債 47,039 0 6,217 40,822
 臨時税収補てん債 0 0 0 0
 臨時財政対策債 2,710,772 0 95,222 2,615,550
 緊急防災・減災事業債 233,090 0 23,013 210,077

合　　　　計 4,095,878 3,800 186,126 3,913,552

◆第５表　町債の状況（特別会計）	 （単位：千円）

会　　　計　　　名 29年度末現在高 上半期借入額 上半期償還額 30年９月末現在高
公共下水道事業特別会計 2,060,218 0 50,127 2,010,091

合　　　　計 2,060,218 0 50,127 2,010,091

◆第６表　一時借入金の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

会　　　計　　　名 借入限度額 30年９月末現在高
一般会計 1,000,000 －
国民健康保険特別会計 300,000 －
介護保険 ( 保険事業 ) 特別会計 50,000 －
介護保険 ( サービス事業 ) 特別会計 3,000 －
公共下水道事業特別会計 200,000 －
　 ※平成30年９月末現在、各会計とも一時借入金はありません。
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町税の徴収状況・町税予算による住民負担の状況
◆第７表　町税の徴収状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：千円、%）

税　　　　目 現計予算額 上半期収入済額 収　入　率
町民税 649,360 320,273 49.3
固定資産税 706,624 553,292 78.3
軽自動車税 49,830 47,081 94.5
町たばこ税 103,958 34,536 33.2

合　　　　計 1,509,772 955,182 63.3

町有財産の状況（平成29年度決算）
【土地及び建物】	 （単位：㎡）

区　　　分 土地（地積）
建　　　　物（延 面 積）

木　　造 非 木 造 合　　計
本庁舎 4,637 0 1,923 1,923 
その他行政機関 613 0 608 608 
公共用財産 442,259 0 80,170 80,170 
普通財産（山林含む） 264,706 0 87 87 

合　　　　計 712,215 0 82,788 82,788 
　 ※ その他行政機関：消防施設
　  　公 共 用 財 産：学校、公営住宅、公園、観光施設等

【有 価 証 券】	 （単位：千円）
区　　　分 平成29年度末 平成28年度末 増　　減

四国放送㈱　株券 31 31 0
エーアイテレビ㈱　株券 10,000 10,000 0
徳島ヴォルティス㈱　株券 2,000 2,000 0
㈱徳島健康科学総合センター　株券 300 300 0

合　　　　計 12,331 12,331 0

【出資による権利】	 （単位：千円）
区　　　分 平成29年度末 平成28年度末 増　　減

徳島県農業信用基金協会　出資金 2,200 2,200 0
徳島県畜産協会　出資金 350 350 0
地方公共団体金融機構　出資金 900 900 0

合　　　　計 3,450 3,450 0

◆第８表　町税の予算からみた住民負担の状況

年度
予　算　額

（千円）

伸び率
（％）

町 民 負 担 額 人口及び世帯数
１人当たり（円） １世帯当たり（円） 人　　口（人） 世 帯 数（世帯）

22 1,534,036 3.8 107,735 285,987 14,239 5,364
23 1,448,286 ▲ 5.6 102,555 269,248 14,122 5,379
24 1,433,040 ▲ 1.1 102,119 261,122 14,033 5,488
25 1,487,350 3.8 106,513 269,887 13,964 5,511
26 1,518,964 2.1 110,647 275,125 13,728 5,521
27 1,493,729 ▲ 1.7 109,335 268,947 13,662 5,554
28 1,546,722 3.5 113,872 277,987 13,583 5,564
29 1,523,300 ▲ 1.5 112,338 272,358 13,560 5,593
30 1,509,772 ▲ 2.4 111,274 267,358 13,568 5,647
　 ※人口及び世帯数は、各年度の３月末現在（平成30年度のみ９月末現在）における住民基本台帳登録者数等による。
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【債　　　権】	 （単位：千円）
区　　　分 平成29年度末 平成28年度末 増　　減

板野町土地開発公社貸付金 224,000 224,000 0
住宅新築資金等貸付金 206,599 214,405 ▲ 7,806
奨学資金等（奨学金・入学金）貸付金 9,729 6,720 3,009

合　　　　計 440,328 445,125 ▲ 4,797

⑵　国民健康保険特別会計分	 （単位：千円）
基　　金　　名 平成29年度末 平成28年度末 増　　減

出産費資金貸付基金 3,000 3,000 0
合　　　　計 3,000 3,000 0

⑶　介護保険（保険事業）特別会計分	 （単位：千円）
基　　金　　名 平成29年度末 平成28年度末 増　　減

介護保険給付費準備基金 96,458 91,014 5,444
合　　　　計 96,458 91,014 5,444

⑷　公共下水道事業特別会計分	 （単位：千円）
基　　金　　名 平成29年度末 平成28年度末 増　　減

公共下水道減債基金 16,668 17,216 ▲ 548
合　　　　計 16,668 17,216 ▲ 548

【基　　　金】
⑴　一般会計分	 （単位：千円）

基　　金　　名 平成29年度末 平成28年度末 増　　減
財政調整基金 570,062 649,232 ▲ 79,170
減債基金 590,200 590,200 0
公共施設等整備基金 357,650 383,750 ▲ 26,100
吉野川北岸農業用水推進事業基金 25,221 25,211 10
高齢者保健福祉基金 169,862 186,712 ▲ 16,850
役場庁舎改築等基金 1,051,000 1,021,000 30,000
産業振興資本管理基金 239,064 239,034 30
あせび温泉やすらぎの郷改築等基金 76,100 84,070 ▲ 7,970
地方創生基金 433,554 395,455 38,099
ふるさと応援基金 8,392 7,762 630

合　　　　計 3,521,105 3,582,426 ▲ 61,321

　「古物営業法の一部を改正する法律（以下「改正法」といいます。）」が平成30年４月25日に公布
されました。
　なお、改正法は、２回に分けて施行され、１回目の施行は、「平成30年10月24日」、２回目の
施行は「公布の日から起算して２年を超えない範囲内において政令で定める日（以下「２回目の
施行日」といいます。）」から施行されます。

【主たる営業所等の届出について】
　「２回目の施行日」の前日までに古物営業許可を取得した古物営業者の皆さんが、引き続き許可を受け続ける
ためには主たる営業所等の届出をすることが必要です。
(1)　届出期間　平成30年10月24日から「２回目の施行日の前日」までの間
(2)　届出先　　主たる営業所等の所在地を管轄する警察署
(3)　提出書類　主たる営業所等届出書　１通
※当該届出書を提出した後、記載内容に変更があった場合は、再度当該届出が必要です。
◎�上記届出期間内に当該届出をせずに古物営業を行った場合、「２回目の施行日」以降は、古物営業法違反（無許

可営業）となります。

【お問い合わせ】	 (1)　徳島県警察本部生活安全部生活安全企画課許可事務指導室営業係　☎622-3101
	 (2)　営業所（営業所がない場合は住所地）を管轄する警察署の生活安全課
	 (3)　徳島県警察ホームページ　http://www.police.pref.tokushima.jp

古物営業者の皆さんへ
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　10月22日、松田政直さん（大寺）のご招待で、おいも掘りをしました。
　民生児童委員の平岡さん、吉田さん、東條さんにもお手伝いいた
だき、大坂分園のお友達も一緒に仲よく参加しました。大きなおい
もを掘ってびっくりしたり、小さなおいもを手に
持って喜んだりして笑顔いっぱい。地域の方やたく
さんのお友達と参加できて、本当に楽しかったです。

こんなにたくさんとれました。楽しかったよ。

　10月27日、板野町養護老人ホームで「第30回しあわせの里まつり」が開催されました。
　当日は天気に恵まれ、板野ぴょん太スポーツクラブによるチアダンスの演技や板野町文化協会の方が
詩吟や舞踊などを上演され、またカラオケ等が繰り広げられました。さらに、川端獅子舞保存会による
獅子舞の披露がありました。
　また、中庭駐車場では各種団体の協力により、模擬店や手芸品等の販売コーナーが設けられおでんや
バザーなどの販売があり、１パック100円のたこ焼き売場には行列ができるほどにぎわっていました。
　お楽しみ抽選会では30回記念協賛賞もあり、多くの人で活気づいていました。

第30回 しあわせの里まつり

　ふるさと味づくり研究会が10月のハロウィンの時期にあわ
せてかぼちゃの塩クッキーの配布を行いました。この取り組
みは、毎年町内₃つの幼稚園で行っており、園児たちは、「ト
リック・オア・トリート！（お菓子くれなきゃいたずらするよ）」
や「ありがとうございます！」と大きな声でクッキーを受け取
ることができました。

かぼちゃの塩クッキーを
配布しました

葉っぱの下においもがたくさんあるんだね。どんなおいもが出てくるかな？がんばって掘ろう！出てきた、出てきた。おいものまわりを掘ろうね。

おいも掘りにいってきました。
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十
一
月
四
日
、
板
野
町
南
公
会
堂
で
、
第
十
二

回
ふ
れ
あ
い
隣
保
館
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
表
紙
に
も
掲
載
）

　
今
年
は
、
健
康
に
つ
い
て
の
お

話
や
施
術
を
し
た「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
」や
、
長
な
わ
と
び
・
輪

投
げ
・
囲
碁
ボ
ー
ル
で
盛
り
上
が
っ

た「
子
ど
も
ス
ポ
ー

ツ
体
験
」を
行
い
ま

し
た
。

　
南
公
会
堂
恒
例

の
も
ち
投
げ
に
も
、

小
さ
い
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
た

く
さ
ん
の
方
が
参

加
し
て
大
き
な
歓

声
を
上
げ
な
が
ら

お
も
ち
を
拾
っ
て

い
ま
し
た
。

大人気の子どもスポーツ体験公会堂の講座で練習してきた成果を
おひろめです。

みんなが夢中になったもち投げ

第12回 ふれあい隣保館まつり

　11月₂日、第31回板野町社会福祉大会が文化の館で開催され、約
500人の大勢の方々に出席いただきました。
　社会福祉事業の推進にご尽力をいただきました₈名の個人と₁団
体に表彰状並びに記念品が、また、社会福祉事業協力者₁名及び₁
団体に感謝状の贈呈が行われました。
　その後のアトラクション
では、消費生活相談所職
員によるエシカル消費に
ついての大型紙しばいの
上演が行われました。そ
して、 記 念 公 演では 姜

ジャン

暁
ショウイェン

艶さんによる二
ニ コ

胡の演
奏があり、皆その音色に
魅了されていました。

第31回
板野町社会福祉大会

地域自殺対策強化事業 いのちの講演会
　10月16日、町民センターにおいて地域自殺対策強化事業として、
いのちの講演会を開催しました。東日本大震災においてボランティ
ア活動をされた復元納棺師である笹原留似子氏をお招きし、 「いのち
の講演会～最期の笑顔がつなぐ命」と題して講演をしていただきまし
た。ご参加いただいた町民の方からは「いのちの大切さを学ぶことが
できた」等、多くのご意見をいただきました。
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● 守ろう人権　みんなの幸せ ●

平成30年10月22日入札
番号 工　　　事　　　名 工事箇所 業者名 担当課 金額（税込み） 落札率 備考

1 平成30年度　板野町クリーンセンター
点検整備工事 板野町吹田 (株)クリタス西日本支社 環　境

生活課 4,210,920円 89.51%

2 平成30年度　板野南小学校運動場
夜間照明コンクリート柱建替工事 板野町下庄 (株)フォステクノ四国 教　育

委員会 2,635,200円 89.38%

3 平成30年度　地方道路整備事業道路工事 板野町那東 (株)小川土木 建設課 6,635,520円 86.41%

4 平成30年度　防災安全交付金事業
西唐園橋修繕工事 板野町唐園 (株)吉岡組 建設課 23,911,200円 87.10%

5 平成30年度　防災安全交付金事業
270号橋修繕工事 板野町川端 (株)小川土木 建設課 19,923,840円 86.53%

6 平成30年度　板野第１団地５棟
外壁改修工事 板野町大寺 (株)小川土木 建設課 15,589,800円 88.61%

7 平成30年度　板野町公共下水道
王子13工区管渠築造工事 板野町大寺 四国通建工事(株) 下　水

道　課 1,601,640円 86.22%

8 平成30年度　犬伏地区緊急改善事業
配水管布設替工事（１工区） 板野町犬伏 東條商事(株) 水道課 12,578,760円 87.70%

9 平成30年度　犬伏地区緊急改善事業
配水管布設替工事（２工区） 板野町犬伏 (株)川内開発 水道課 13,014,000円 87.76%

10 平成30年度　犬伏地区緊急改善事業
配水管布設替工事（３工区） 板野町犬伏 (株)金岡組 水道課 13,011,840円 88.07%

11 平成30年度　板野町羅漢老人憩の家
耐震改修工事 板野町羅漢 (株)小川土木 福　祉

保健課 5,313,600円 88.17%

12 平成30年度　板野町古城老人憩の家
耐震改修工事 板野町古城 小川土木(有) 福　祉

保健課 11,511,720円 89.80%

入札結果をお知らせします

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
訪問歯科診療のご案内

訪問歯科診療とは
　何らかの身体的、精神的理由で歯科医院への通院ができない方に対し、歯科医師、歯科衛生士が自宅を
訪問し、歯科診療や専門的口腔ケアを行ってくれる制度です。
　口は食べることだけではなく、生命や社会的生活を営むために根本的な役割を持っています。超高齢社会
を迎えている今、高齢者の皆さんが、いかなる状況や環境下におかれても、歯科医療を受けられるように、
ますます訪問歯科診療が必要とされています。
　在宅等で療養を行っており、疾病、傷病のために通院による歯科診療が困難な方でお困りの方は、下記の
診療所にご相談ください。
※ご自分で受診ができる方や交通手段を理由とした方は、訪問歯科診療は利用できません。
板野歯科医師会　訪問可能な診療所一覧（2018年10月作成）

診療所名 住　所 連絡先
松茂町 該当診療所無し

北島町

アイル歯科クリニック 板野郡北島町鯛浜西ノ須174 ☎︎697-3718
医療法人　安達歯科 板野郡北島町高房字勝瑞境13-2 ☎698-2227
加地歯科医院 板野郡北島町江尻字松堂45-8 ☎698-1522
斎賀歯科医院 板野郡北島町中村字宮北裏17-4 ☎698-2516
高田歯科クリニック 板野郡北島町鯛浜西ノ須34-4 ☎698-0555
瀧歯科・歯科口腔外科医院 板野郡北島町江尻柳池30-1 ☎698-2350
ファミリーデンタルクリニック 板野郡北島町高房字東中道18-10 ☎697-2118
村上歯科医院 板野郡北島町北村字水神原42-1 ☎698-2437

藍住町

医療法人　おおさわ歯科医院 板野郡藍住町勝瑞字幸島116番地71 ☎641-4216
医療法人　斎藤歯科医院 板野郡藍住町住吉神蔵209-1 ☎678-4337
枡富歯科医院 板野郡藍住町奥野字西中須94-1 ☎692-2525
松本歯科小児矯正歯科医院 板野郡藍住町徳命元村115-1 ☎693-3525
森歯科医院 板野郡藍住町勝瑞字西勝地86 ☎641-2333

板野町
稲富歯科医院 板野郡板野町犬伏大坪65 ☎672-0005
医療法人　ひろせ歯科医院 板野郡板野町羅漢字吉田2-2 ☎672-6480
医療法人　ユアサ歯科 板野郡板野町西中富字喜多居地60-1 ☎679-4618

上板町 加川歯科 板野郡上板町椎本字椎ノ宮268-1 ☎694-5690
納田歯科医院 板野郡上板町瀬部76-1 ☎694-5511

阿波市
吉野町

医療法人　福島歯科医院 阿波市吉野町西条字中小路15 ☎696-2018
ほそかわ歯科医院 阿波市吉野町柿原字二条31-5 ☎696-5541
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● ごみの減量化・分別収集にご協力を ●

 『ゆとりもち
　　　 しわしわいかんで
　　　　　　　　 阿波の道』

平成30年12月10日～
　　　　　平成31年1月10日

年末年始の
交通安全県民運動

１ 飲酒運転の撲滅
２ 夜間の交通事故防止
３ 全席におけるシートベルト着用とチャイルドシートの正しい使用の徹底

１ 自治体による飲酒運転撲滅宣言の推進
２ 早めのライトアップ及び反射材用品の着用促進
３ 自転車の安全利用とマナーの周知
４ 交通安全意識を高める啓発活動と交通安全教育の推進

◆◆◆◆ 運動の重点 ◆◆◆◆

◆◆◆◆ 推　進　事　項 ◆◆◆◆

自衛官（学生）受付案内

≪消費者トラブル最新情報≫
●冬の暖房器具などの事故に注意!!
　石油ストーブの消火ボタンを押して外出したが、戻ってきたら火が消えていなかったと
いう事例や、夜中にファンヒーター付近から出火し住宅が全焼したなど、冬の暖房器具に
よる事故から大惨事につながる場合があります。
　また、電気マットや電気あんか、ハロゲンヒーターなども、やけどや火事の原因となることもあります。

【アドバイス】
・石油ストーブなどに使用する灯油は、古く変質したものを使うとタールが芯先に付着して消火動作が鈍

くなる場合があるので、古い灯油は使わないようにしましょう。
・暖房器具の周囲には燃えやすいものを置いたり、カーテンなどの近くで使用しないようにしましょう。
・電気マットや電気あんかなどを併用することは危険なのでやめましょう。また、コードを本体に巻き付

けて保管すると断線して発火の原因となるので、正しく保管し、正しく使用しましょう。
●第２回消費者トラブルの無料法律相談会 ～一人で悩まず相談を～
　弁護士による消費者トラブルの無料法律相談会を実施します。参加を希望される方は事前にお申し込みく
ださい。
◆日　時：平成31年₁月25日(金）午後₁時30分～午後₄時
◆場　所：町民センター₂階小会議室（板野町大寺字亀山西169-₅）
◆内　容：消費者トラブル等　◆相談員：弁護士（消費生活相談員も同席）

〈相談受付時間〉月曜日～金曜日　午前₉時～午後₃時 ※土・日・祝日・年末年始はお休みです。
10月の相談件数は46件でした。

 板野町消費生活相談所　☎６７２-６
むつとしたら救急！

０９９　FAX６７２-１１１３　
フリーダイヤル

０１２０-７
な

８
や

３
み

-５
いつもないない

７７

募集種目 資格 受付期間 試験日 その他

自衛官
候補生 男子 18歳～33歳

未満の男子
年 間 を 通 じ て
行っております。

受付時に
お知らせします。

試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
試験内容：筆記試験、作文、口述試験、
適性検査及び身体検査

高等工科
学校生徒 一般

男子で中卒
（見込含）
17歳未満の者

平成30年
11月₁日～

平成31年
₁月₇日　

1次：平成31年
　　 ₁月19日
2次：平成31年
　　 ₂月₁日～₄日

試験会場：海上自衛隊徳島教育航空基地
試験内容：1次：筆記試験、作文
　　　　  2次：口述試験（個別面接）、
　　　　  　　 身体検査

お問い合わせ：自衛隊徳島地方協力本部鳴門地域事務所（☎685-5306）
　　　　住所：鳴門市撫養町立岩字七枚57
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

年末年始インフォメーション年末年始インフォメーション
休館日

文化の館……………………12月28日（金）～₁月₄日（金）まで
児童館………………………12月29日（土）～₁月₃日（木）まで
町民センター………………12月29日（土）～₁月₃日（木）まで
健康の館……………………12月28日（金）～₁月₄日（金）まで
板野町体育センター………12月28日（金）～₁月₄日（金）まで
あせび温泉やすらぎの郷…12月28日（金）～₁月₁日（火）まで
東公会堂……………………12月29日（土）～₁月₃日（木）まで
南公会堂……………………12月29日（土）～₁月₃日（木）まで
総合センター………………12月29日（土）～₁月₃日（木）まで

窓口事務

　住民票、 印鑑証明、 戸籍謄本、 所
得証明等の証明書類の窓口事務は、
12月29日（土）～₁月₃日（木）までは
取り扱いいたしません。
※証明書類のコンビニ交付サービス

についても、12月29日（土）～₁月
₃日（木）は休止いたします。

年末最終のごみ収集日（12 月） 年始最初のごみ収集日（1 月）

燃やせ
るごみ ビン類 小型複

合ごみ カン類 燃やせ
るごみ ビン類 小型複

合ごみ カン類

東地区 ２8日
（金）

5日
（水）

１2日
（水）

19日
（水）

4日
（金）

収集
休み

９日
（水）

１6日
（水）

西地区、板野・平田・駅前団地、
オリンポス、パノラマニュー
タウン、スーパーリッチランド

29日
（土）

6日
（木）

１3日
（木）

２0日
（木）

5日
（土）

収集
休み

１0日
（木）

１7日
（木）

南地区、桑内（矢武） ２7日
（木）

1日
（土）

8日
（土）

１5日
（土）

7日
（月）

5日
（土）

１2日
（土）

19日
（土）

地　区
ごみ

資
源
ご
み
・
粗
大
ご
み
回
収

し
尿
処
理
は
お
早
め
に

日　　　　時／12月10日（月）、16日（日）
　　　　　　　午前₉時から午後₄時まで
場　　　　所／板野町環境センター
お問い合わせ／役場環境生活課
　　　　　　　☎672-5987

年末最終の粗大ごみ持込回収日は

12月16日（日）です。
年末の大掃除は早めに済ませましょう。

年末は、し尿処理が大変混雑し
ますので、早めの清掃にご協力
ください。

板野町許可業者は 
　●キョーエイ清掃社 
　●板西清掃 
　●㈲マルシンクリーン

です。

※詳しくは、ごみ収集カレンダーをご覧ください。

年末年始のお知らせ 営業日時

　今年一年、あせび温泉のご利用あり
がとうございました。また新年もあせ
び温泉へお越しくださいますよう、ス
タッフ一同お待ちしております。
　なお、年末年始の営業については右
記のとおりです。
お問い合わせ
あせび温泉　☎672-1126

12月26日㈬   午前10時～午後9時30分まで（臨時営業）
12月27日㈭   午前10時～午後9時30分まで（通常営業）
12月28日㈮   振替休館
12月29日㈯   休　　館
12月30日㈰   休　　館
12月31日㈪   休　　館
１月１日㈫   休　　館
１月２日㈬   午前10時～午後8時まで（臨時営業）
１月３日㈭   午前10時～午後8時まで（臨時営業）
１月４日㈮   午前10時～午後9時30分まで（通常営業）
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● 受けようがん検診　受けよう特定健診 ●

板野ぴょん太スポーツクラブ

プログラムの詳細につきましては、板野ぴょん太スポーツクラブ（☎635－4828）へお気軽にお問い合わせください。

日 月 火 水 木 金 土
12/1
Ｊｒテニス教室
中級テニス教室
チアダンス教室（南公）

2
板野室内
硬式テニス
大会
9:00〜15：00

3 4
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

5
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

6
楽しいテニス

7
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル休み
グラウンドゴルフ

8
Ｊｒテニス教室休み 
中級テニス教室休み 
チアダンス教室（南公）

9 10 11
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

12
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

13
楽しいテニス

14
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

15
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室

16 17 18
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

19
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

20
楽しいテニス

21
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

22
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室

23 24 25
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバド
バドサークル
グラウンドゴルフ

26
さわやかテニス
楽しいテニス
ピンポンクラブ（体セ）

27
楽しいテニス

28
休 館

29
休 館

30
休 館

31
休 館

１/１
休 館

2
休 館

3
休 館

4
休 館

5
Ｊｒテニス教室 
中級テニス教室 

　放送大学では、2019年₄月入学生を募集していま
す。
　10代から90代の幅広い世代、約₉万人の学生が、
大学を卒業したい、学びを楽しみたいなど、様々な
目的で学んでいます。
　テレビによる授業だけでなく、学生は授業をイン
ターネットで好きなときに受講することもできま
す。
　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自然科
学など、約300の幅広い授業科目があり、₁科目から
学ぶことができます
　出願期間は第₁回が₂月28日まで、第₂回が₃月
17日までです。
　資料を無料で差し上げています。お気軽にご請求
ください。
お問い合わせ
　放送大学徳島学習センター　☎602－0151

広報いたのすがお2018年11月号の16ページ「第25回日本カローリング協会全国大会優勝」とあるのは「準優勝」でした。訂正します。

標準営業約款（Sマーク）

厚生労働大臣認可

　標準営業約款制度は、法
律で定められた消費者（利
用者）擁護に資するための
制度です。
　厚生労働大臣認可の約款
に従って営業することを登
録した、「理容店」、 「美容店」、
「クリーニング店」、 「めん類

飲食店」、 「一般飲食店」では、店頭にＳマークを掲
げています。登録店は、安心・安全・衛生を約束する
信頼できるお店です。
詳しくは、（公財）徳島県生活衛生営業指導センター
（☎６２３－７４００）までお問い合わせください。

『標準営業約款制度［Ｓマーク］
をご存じですか！』放送大学

４月入学生募集のお知らせ
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今
年
二
月
四
日（
日
）、
板
野

町
文
化
の
館
さ
く
ら
ホ
ー
ル
で
、 

「
第
六
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ

歌
の
つ
ど
い
」が
、
板
野
町
及
び

板
野
町
教
育
委
員
会
の
主
催
で
開

催
さ
れ
た
。

　

そ
の
日
、
わ
が
町
板
野
町
の
空

に
、
わ
ら
べ
歌
が
流
れ
た
。

　

こ
れ
は
か
つ
て
、
板
野
町
大
寺

の
井
上
書
房
の
社
長
井
上
凉す
け

男お

さ

ん
が
、
昭
和
五
十
九（
一
九
八
四
）

年
か
ら
創
設
し
た
、 「
童
謡
と
わ

ら
べ
歌
祭
り
」に
起
源
し
て
い
る
。

　

井
上
さ
ん
の
発
案
に
よ
り
は
じ

め
ら
れ
た
わ
ら
べ
歌
祭
り
は
、
も

う
三
十
四
年
の
歳
月
を
経
過
し
た
。

　

私
も
こ
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ

る
た
び
に
、
で
き
る
だ
け
参
加
を

し
た
。

　

こ
の
わ
ら
べ
歌
祭
り
を
発
案

し
、開
催
し
た
井
上
凉
男
さ
ん
は
、

す
で
に
平
成
二
十
二（
二
〇
一
二
）

年
九
月
、
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
。

　

そ
の
生
前
平
成
二
十
一（
二
〇

一
一
）年
、
自
分
史『
地
域
文
化
に

魅
せ
ら
れ
て
』の
、
一
書
を
残
さ

れ
て
い
る
。

　
『
地
域
文
化
に
魅
せ
ら
れ
て
』に

よ
る
と
、
Ｊ
Ｒ
板
野
駅
前
で
の
接

骨
院
の
開
院
か
ら
、
さ
ら
に
井
上

書
房
を
起
業
し
た
の
だ
っ
た
。
の

ち
に
事
業
は
七
店
舗
の
書
店
開
店

へ
と
、
ひ
ろ
が
っ
て
い
く
。

　

井
上
凉
男
さ
ん
は
、
事
業
の
か

た
わ
ら
、
地
域
文
化
振
興
に
も
力

を
そ
そ
い
だ
。

　

昭
和
五
十
六（
一
九
八
一
）年
、

店
舗
の
三
階
に「
阿
波
文
化
サ
ロ

ン
」を
開
設
し
、
郷
土
の
歴
史
や

文
化
を
訪
ね
、
郷
土
の
文
化
の
普

及
に
つ
と
め
た
。
講
師
を
呼
び
語

る
こ
と
、
百
五
十
回
に
及
ん
だ
。

　

Ｊ
Ｒ
板
野
駅
前
に
は
、
童
謡
と

わ
ら
べ
歌
館
も
開
館
さ
せ
て
い
る
。

　

郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
か
か
わ

る
、
書
籍
の
出
版
を
し
た
阿
波
文

庫
シ
リ
ー
ズ
も
、
二
十
三
冊
に
及

ん
だ
。

　

郷
土
の
直
木
賞
候
補
作
家
中
川

静
子
さ
ん
の
、
長
編
小
説『
藍
師

の
家
』の
出
版
や
、
か
つ
て
郷
土

研
究
誌
の
貴
重
な『
郷
土
阿
波
』を

復
刻
・
出
版
し
、
世
に
送
っ
た
。

　

鳴
門
市
大
麻
町
板
東
の
、
ド
イ

ツ
人
俘
虜
収
容
所
の
、
俘
虜
に
よ

る
詩
画
集
も
出
版
し
た
。
こ
の
書

が
の
ち
に
映
画
化
の
キ
ッ
カ
ケ
と

な
り
、
映
画「
バ
ル
ト
の
楽
園
」へ

と
、
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
。

　

鳴
門
市
大
麻
町
の
賀
川
豊
彦
記

念
館
の
創
設
の
た
め
に
も
、
参
加

し
尽
力
を
傾
け
て
い
る
。

　

ま
た
勝
浦
町
に
、
日
本
の
将
来

に
そ
な
え
た
福
祉
専
門
学
校
の
開

校
に
も
力
を
そ
そ
い
だ
。

　

こ
う
し
て
書
店
の
経
営
を
し
な

が
ら
、
ふ
る
さ
と
阿
波
の
地
域
文

化
に
か
か
わ
っ
た
人
は
稀け

う有
だ
。

　

今
回
私
は
、
そ
の
井
上
凉
男
さ

ん
の
、
生
涯
内
助
の
功
と
な
り
支

え
続
け
た
、
奥
様
の
井
上
亀
江
さ

ん
を
、十
月
二
十
八
日（
日
）午
後
、

お
住
ま
い
の
Ｊ
Ｒ
板
野
駅
前
の
井

上
書
房
に
訪
ね
た
。

　

昭
和
五
十
九
年
か
ら
は
じ
め

た
、「
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
祭
り
」

に
焦
点
を
あ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
想

い
出
話
を
う
か
が
っ
た
。

　

現
在
井
上
亀
江
さ
ん
は
九
十
二

才
。矍か
く
し
ゃ
く鑠
と
さ
れ
お
話
を
さ
れ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
御
主
人
井
上
凉
男
さ

ん
の
、
印
象
深
い
想
い
出
、
そ
れ

を
支
え
た
自み
ず
から
の
過
去
を
、
語
っ

て
く
だ
さ
っ
た
。

　

井
上
凉
男
さ
ん
は
、
多
く
の
地

域
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、

そ
の
原
点
が
、
家
が
貧
し
か
っ
た

若
い
頃
、
ふ
る
さ
と
板
野
町
矢
武

の
隣
人
の
、
温
か
い
援
助
で
生
き

て
き
た
こ
と
に
対
す
る
、
恩
返
し

の
気
持
ち
が
、
心
の
底
に
あ
っ
た

と
の
お
話
を
聞
い
た
。

　

ま
た「
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
祭

り
」は
、
わ
ら
べ
歌
を
歌
う
人
が

な
く
な
っ
て
い
く
、
消
え
て
い
く

な
か
で
、
こ
れ
だ
け
は
後
世
に
遺の
こ

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
、
井
上
凉
男
さ
ん
の
幼
い
頃
か

ら
の
童
心
が
、
そ
の
衝
動
で
は
な

か
っ
た
か
と
の
、
亀
江
さ
ん
の
お

話
だ
っ
た
。

　

わ
ら
べ
歌
祭
り
創
設
前
、
井
上

凉
男
さ
ん
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
地
域

文
化
活
動
の
中
で
、
わ
ら
べ
歌
へ

の
深
い
想
い
を
抱
い
て
き
た
の
だ

ろ
う
。

　

わ
ら
べ
歌
は
日
本
の
子
ど
も
た

ち
の
遊
び
の
中
で
創
作
さ
れ
、
歌

い
広
が
り
、
伝
承
さ
れ
て
き
た
。

耳
を
澄
ま
せ
て
、
そ
の
旋
律
や
歌

詞
を
聞
く
と
き
、
自
ら
は
も
ち
ろ

ん
過
去
幾
千
万
の
子
ど
も
の
暮
ら

し
、
面
影
が
、
躍
る
よ
う
に
、
様
々

な
画
面
と
な
っ
て
脳
裏
に
展
開
さ

れ
る
。
実
に
美
し
い
日
本
の
リ
ズ

ム
、
日
本
の
郷
土
の
言
葉
で
あ
る
。

　

平
成
七
年
八
月
、
朝
日
新
聞
に

掲
載
さ
れ
た
、
井
上
凉
男
さ
ん
の

想
い
で
あ
る
。

　
童わ

ら
べ
う
た謡
が
板
野
の
空
に
流
れ
る

今年₂月₄日開催『いたの童謡とわらべ歌のつどい』

九
十
三
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

親 

の 

氏 

名

子 

の 

名

住
　
所

性 

別

水
　
本
　
隼
　
人

・

侑
　
美

怜レ

奈ナ

大

寺

女

佐
　
野
　
明
　
幸

・

久
仁
子

輝ヒ

カ

ル瑠

犬

伏

女

森
　
本
　
将
　
人

・

花
　
恵

陽ヨ
ウ

帝ダ
イ

西
中
富

男

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

氏
　
　
　
名

年
　
齢

住
　
所

坂

　

本

　

覺

　

美

94

下

庄

上

　

田

　

唯

　

雄

89

吹

田

香

　

川

　

　

　

旭

83

古

城

橋

　

本

　

マ

サ

コ

93

古

城

山

　

野

　

昌

　

秀

59

那

東

多

　

田

　

茂

　

夫

73

唐

園

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
す

夫 

の 

氏 

名

住
　
所

妻 

の 

氏 

名

住
　
所

谷

本

大

樹

犬

伏

石

田

悦

子

古

城

山

本

宏

行

吹

田

谷

本

恵

望

石
井
町

東地区 西地区 南地区 合　計 前月比

男 3,623 1,242 1,666 6,531 △ 4

女 4,000 1,337 1,691 7,028 3

合　計 7,623 2,579 3,357 13,559 △ 1

世　帯 3,239 1,055 1,348 5,642 2

人口のうごき

平
成
30
年
11
月
22
日
現
在

　養蜂振興法により、蜂の飼育
状況・₁年間（₁月₁日から12月
31日）の飼育計画の届出が、必要となります。
　養蜂業者、または自家用に蜂を飼育されてい
る方は、役場産業課までお越しください。

【飼育届の届出対象者】
・養蜂業者
・自家用（趣味） 飼育者
※一群のみでも対象

【届出対象外（飼育届不要）】
・花粉交配用
※養蜂業者以外で通年飼育しない場合

【転飼許可申請について】
　養蜂業者が転飼を行う場合は、これまでと同
様に転飼許可の申請が必要です。
お問い合わせ
役場産業課 ☎672−5994

蜂を飼育
されている方へ

★日　時： 12月21日（金） 午後₇時30分～
★場　所：田園パーク健康の館アリーナ内
★種　目：ラージ卓球
※参加無料　※準備物：室内シューズ
※町広報のため写真等を撮影することをご了承ください。
※ラケットには限りがございますので、ラケットをお持ち

の方はご持参ください。

ファミリースポーツの
ご案内

●お問い合わせ● 板野町教育委員会 ☎672-0136
　　　　　　　　 板野町健康の館　 ☎672-3333

なぞなぞ問題：風が吹くとつられて泣き出す
　ものってなぁに？
　ヒント：夏がにあうもの
　（答えは次回のファミリースポーツの広報に掲載します。）
☆（11月）なぞなぞ問題のこたえ☆
　六年生（ろくねんせい）
　（部屋にカギをかけるのって何年生から？）

12月12月
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あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 Ca

le
nd

ar
日

曜
日

行　

事
／
事　

業

５

水

幼
児
聴
力
検
査（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
９
時
～
９
時
15
分

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

６

木

つ
く
し
の
会「
誤
え
ん
性
肺
炎
予
防
」（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

7

金

大
雪

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

8

土

9

日

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

10

月

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

11

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室（
田
園
パ
ー
ク
）　

午
前
９
時
～
12
時

12

水

若
い
世
代
の
血
糖
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
12
時

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

巡
回
職
業
相
談（
南
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

13

木

は
ら
ぺ
こ
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

14

金

総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
～
10
時

15

土

総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
～
10
時

お
話
し
会（
文
化
の
館
・
視
聴
覚
室
）　

午
後
２
時
30
分
～

16

日

資
源
ご
み･

大
型
複
合（
粗
大
）ご
み
持
込
回
収（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

１

火

元
日

２

水

３

木

４

金

５

土

６

日

小
寒

7

月

脳
若
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時

8

火

男
性
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室(

田
園
パ
ー
ク
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

9

水

心
配
ご
と
行
政
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

10

木

は
ら
ぺ
こ
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

３
歳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

12

1

月

月
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担
当
時
間

　

平
日
：
18
時
～
22
時

　

休
日
：
９
時
〜
22
時

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院
（
全
日
対
応
で
す
が
、
確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
病
院
（
水
曜
日
・
土
曜
日 

受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー
（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

電
話
し
て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

当
番
医

日

曜
日

行　

事
／
事　

業

17

月

総
合
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
前
８
時
～
10
時

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ク
ラ
ブ（
東
公
会
堂
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

18

火

19

水

心
配
ご
と
法
律
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
２
時
30
分
ま
で
）

20

木

ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン（
東
公
会
堂
）　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

乳
児
健
診（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

受
付
午
後
１
時
～
１
時
30
分

21

金

血
管
若
返
り
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ　

ラ
ー
ジ
卓
球（
健
康
の
館
）　

午
後
７
時
30
分
～

22

土

冬
至

23

日

天
皇
誕
生
日

24

月

振
替
休
日

25

火

お
な
か
シ
ェ
イ
プ
運
動
教
室（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

26

水

お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

心
配
ご
と
交
通
事
故
・
一
般
相
談（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　

午
後
１
時
30
分
～
４
時（
受
付
３
時
30
分
ま
で
）

27

木

28

金

29

土

30

日

31

月

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

12 月
５

水

大
久
保
内
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
2
0

６

木

杉
み
ね
整
形

ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

1
0
2
1

７

金

増
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
藍
住
町

6
9
3

–

3
0
2
0

８

土

越
智
内
科
胃
腸
科
北
島
町

6
9
8

–

3
1
1
1

9

日

井

内

内

科
上
板
町

6
9
4

–

5
3
5
3

10

月

小
松
泌
尿
器
科
藍
住
町

6
9
2

–

1
2
7
7

11

火

竹

本

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
4

12

水

井

上

病

院
板
野
町

6
7
2

–

1
1
8
5

13

木

三

愛

内

科
板
野
町

6
7
2

–

0
1
7
6

14

金

福

島

内

科
板
野
町

6
7
2

–

4
9
7
0

15

土

平

野

内

科
北
島
町

6
9
8

–

8
0
6
0

16

日

野
田
（
泰
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
9

17

月

新

野

医

院
板
野
町

6
7
2

–

0
5
7
1

18

火

近
藤
内
科
医
院
板
野
町

6
7
2

–

5
6
3
0

19

水

フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
し
ん
の

板
野
町

6
7
2

–

5
1
4
8

20

木

み

や

ざ

き

内
科
診
療
所
板
野
町

6
7
2

–

6
6
1
8

21

金

井

内

内

科
上
板
町

6
9
4

–

5
3
5
3

22

土

山
田
外
科
内
科
北
島
町

6
9
8

–

5
5
0
0

23

日

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
8

24

月

友

成

医

院
上
板
町

6
9
4

–

5
5
1
5

月

日

曜
日

病
院
名

住
所
／
電
話
番
号

12 月
25

火

野
田
（
泰
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
9

26

水

野
田
（
五
）
医
院
上
板
町

6
9
4

–

2
0
0
8

27

木

友

成

医

院
上
板
町

6
9
4

–

5
5
1
5

28

金

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
0
6
6

29

土

き

た

じ

ま

田

岡

病

院
北
島
町

6
9
8

–

1
2
3
4

30

日

31

月

１月
１

火

２

水

３

木

４

金

上
板
整
形
外
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
6
0
0

５

土

吉
野
川
病
院
北
島
町

6
9
8

–

6
1
1
1

６

日

井
関
ク
リ
ニ
ッ
ク
上
板
町

6
3
7

–

6
0
6
6

７

月

川

原

眼

科
上
板
町

6
9
4

–

8
3
8
8

８

火

浦

田

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

2
9
2
1

9

水

芳

川

病

院
松
茂
町

6
9
9

–

5
3
5
5

10

木

井

上

医

院
松
茂
町

6
9
9

–

8
0
7
0
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● 人を傷つけるラクガキはやめましょう ●

12月・1月の休館日　 表中 

12月

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

25 26 27 28 29

日 月 火 水 木 金 土
1月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

23
30
24
31

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

日　

時　

十
二
月
十
五
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
二
時
三
十
分
～

会　

場　

文
化
の
館 

視
聴
覚
室

内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
の
絵
本
の
よ

　

み
き
か
せ
や
人
形
劇
、
プ
レ
ゼ
ン

　

ト
も
あ
り
ま
す
。
無
料
で
す
。

新
し
く
は
い
る
本

【
一
般
書
】

着
物
の
教
科
書

全
日
本
き
も
の
振
興
会
／ 

監
修

野
菜
の
お
い
し
い
冷
凍
・
解
凍

鈴
木 

徹
／ 

著

そ
れ
で
も
空
は
青
い 

荻
原 

浩
／ 

著

１ 

０ 

８　

    

松
尾 

ス
ズ
キ
／ 

著

常
設
展
示
室　

 

原
田 

マ
ハ
／ 

著

人
生
の
ピ
ー
ス朝比

奈 

あ
す
か
／ 

著

会
社
を
綴
る
人 

朱
野 

帰
子
／ 

著

愉
楽
に
て　
　

 

林 

真
理
子
／ 

著

天
下
普
請　
　
　

 

稲
葉 

稔
／ 

著

介
護
士
Ｋ　
　

 

久
坂
部 

羊
／ 

著

花
折　
　

 　

  

花
村 

萬
月
／ 

著

ピ
ア
ノ
・
レ
ッ
ス
ン

ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
／ 

著

【
児
童
書
】

は
じ
め
て
の
子
ど
も
手
話

谷 
千
春
／ 

監
修

知
っ
て
る
？ 

郵
便
の
お
も
し
ろ
い
歴
史

郵
政
博
物
館
／ 

編
著

星
の
ひ
と
み　

 

石
井 
睦
美
／ 

文

ま
め
と
す
み
と
わ
ら

せ
な 

け
い
こ
／ 

作
・
絵

ま
ぼ
ろ
し
え
ほ
ん

井
上 

洋
介
／ 

作
・
絵

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
わ
す
れ
も
の

森
山 

京
／ 

作

「
い
つ
か
深
い
穴
に
落
ち
る
ま
で
」

山
野
辺 

太
郎
／ 

著

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
鈴
木
、
地
上
最
強

の
リ
ア
リ
テ
ィ
・
シ
ョ
ー
に
挑
む
。
人

類
は
、
地
球
に
穴
を
貫
け
る
の
か
。
日

本
―
ブ
ラ
ジ
ル
間
・
直
線
ル
ー
ト
計
画

が
今
、
始
ま
る
。
驚
愕
の
第
五
十
五
回

文
藝
賞
受
賞
作
。

「
ね
ず
み
さ
ん
ち
の

　
　
　

     

は
じ
め
て
の
ク
リ
ス
マ
ス
」 

キ
ャ
ラ
リ
ン
・
ビ
ー
ナ
― 

／ 

文

　

寒
い
冬
に
、
父
さ
ん
ね
ず
み
と
母
さ

ん
ね
ず
み
と
十
七
匹
の
子
ね
ず
み
た

ち
が
、
床
下
の
温
か
い
部
屋
に
引
越
し

て
き
ま
し
た
。
あ
る
晩
、
歌
っ
た
り
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し
た
り
と
、
い
つ
も
よ

り
楽
し
そ
う
な
人
た
ち
を
見
た
ね
ず
み

た
ち
は
…
？

273

　

来
年
は
元
号
が
新
し
く
な
り
ま

す
が
、
平
成
最
後
の
年
末
を
ど
の

よ
う
に
過
ご
さ
れ
ま
す
で
し
ょ

う
か
。
整
理
整
頓
が
と
て
も
苦
手

で
す
が
、
今
年
こ
そ
は
家
の
大
掃

除
を
し
て
す
っ
き
り
と
し
た
気
持

ち
で
新
年
を
迎
え
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
も
一
年
間「
す
が
お
」を
読

ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
町
内
の

話
題
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
に
努

め
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

十
月
二
十
五
日
、
六
年
生
の
児

童
が
、
鳴
門
市
川
崎
会
館
で
識
字

学
級
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
本
校
で
は
、「
自

他
を
大
切
に
思
い
、
行
動
で
き

る
仲
間
」の
育
成
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
を
知
る
学
習
・
人
と
の
出

会
い
か
ら
学
ぶ
学
習
を
柱
と
し

て
、
一
年
生
か
ら
系
統
的
に
人

権
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

六
年
生
は
同
和
問
題
を
中
心
に

人
権
学
習
を
進
め
て
き
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
に「
阿
波
木
偶
箱
ま
わ

し
保
存
会
」の
方
を
招
き
、
三
番

叟
ま
わ
し
の
実
演
と
と
も
に
部

落
差
別
解
消
へ
の
思
い
や
願
い
、

差
別
に
立
ち
向
か
う
生
き
方
に

つ
い
て
学
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
は
、
六
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
識
字
学

級
の
み
な
さ
ん
の
お
話
を
う
か

が
い
ま
し
た
。
学
習
の
内
容
と

と
も
に
、
部
落
差
別
を
な
く
す

た
め
の
仲
間
を
増
や
し
た
い
、

思
い
を
伝
え
た
い
と
い
う
、
識

字
学
級
に
通
い
続
け
る
強
い
思

い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
私
た
ち
が
心
が
け
て
い

く
こ
と
と
い
う
質
問
に
対
す
る

「
行
動
に
う
つ
す
勇
気
を
も
っ
て

ほ
し
い
」と
い
う
答
え
に
、
あ
ら

た
め
て
自
分
の
こ
と
を
見
つ
め

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
識
字
学
級
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
会
」

板
野
南
小
学
校

「6グループに分かれての交流会」

「母は闘わん」を手話で歌いました。
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